
人生、成り行き――。
落語家の立川談志さん
（2011年死去）が残した
名言に、「人生相談」の
回答者で、作家としても
活躍する弟子の立川談四
楼さん＝写真＝は、うな
ずく場面が増えたと言い

ます。
落語界で「中年再生工
場」と呼ばれるように
なった談四楼一門。人生
成り行きとどうつながっ
ているか。２人の弟子と
一緒に語ってもらいまし
た。

人生相談＋ 立川談四楼さん
な
ぜ
今
必
要
？

「下
北
道
路
」

新春恒例「ニューイ
ヤー駅伝ｉｎぐんま
第69回全日本実業団対
抗駅伝競走大会」（日
本実業団陸上競技連合
主催、毎日新聞社など
共催）が2025年1月1日、
前橋市の群馬県庁を発

着点とする７区100㌔
のコースで行われます。
全国６地区の37チー

ムが出場。実業団駅伝
日本一の座を懸け、元
日の上州路を駆け抜け
ます。

元日に「ニューイヤー駅伝」

編集／毎日新聞社カスタマーリレーション本部

※都合によっては掲載日や内容を変更する場合がございます。あらかじめご了承ください。

試読・購読はこちらから

この記事がすごい！
毎日新聞今週のこだわり４本
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下関北九州道路のイメージ図
＝日本プロジェクト産業協議会提供

29
日

＝
総
合
面

（日）

29日（日）＝くらしナビ面

本
州
と
九
州
を
つ
り
橋
な
ど

で
結
ぶ
「
下
関
北
九
州
道
路

（
下
北
道
路
）
」
の
計
画
が
進

ん
で
い
ま
す
。
橋
は
国
内
最
大

級
の
規
模
と
な
る
見
通
し
で
、

計
画
が
実
現
す
れ
ば
１
９
９
８

年
４
月
に
開
通
し
た
明
石
海
峡

大
橋
以
来
の
大
規
模
橋
り
ょ
う

工
事
と
な
り
ま
す
。

本
州
と
九
州
を
結
ぶ
大
動
脈

は
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
ル
ー
ト

が
あ
り
ま
す
が
、
な
ぜ
今
、
新

た
な
ル
ー
ト
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
の
か
、
探
っ
て
み
ま
し
た
。

毎
日
新
聞
の
人
気
社
会

派
コ
ラ
ム
「
松
尾
貴
史
の

ち
ょ
っ
と
違
和
感
」
を
連

載
中
の
俳
優
・
松
尾
貴
史

さ
ん
と
ラ
イ
タ
ー
の
武
田

砂
鉄
さ
ん
が
1
月
18
日
午

後
８
時
か
ら
、
毎
日
新
聞

社
の
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
『
今
夜
も
、
「
ち
ょ
っ

と
違
和
感
」
』
に
登
場
し

ま
す
。

お
二
人
が
、

世
の
中
の

「
違
和
感
」

に
つ
い
て

忖
度
な
し
の
ト
ー
ク
を
繰

り
広
げ
ま
す
。
参
加
者
の

「
違
和
感
」
も
ご
紹
介
し

ま
す
。
詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
。

(

山
田
寿
治)

1月3日（金）＝運動面

阪神大震災が契機 外科医の挑戦 ２９日（日）＝１、３面

毎年のように災害に襲われる日本。
今回取り上げるのは、大阪赤十字病院
（大阪市）で「自己完結型の医療」に
取り組む外科医の中出雅治さん＝写真
＝です。
「自己完結型医療」とは、災害時に

現地に派遣された医療チームが、電力
などのエネルギー使用をできるだけ自
前で準備して医療にあたる、というも
のです。被災者に迷惑をかけない態勢
で医療を施すにはどうすればいいか。
それはまた、医療の質向上につながる
にちがいない。中出さんがそう考える

ようになったきっかけが、阪神大震災
での経験でした。
向かった被災地ではインフラが乏し

く、医療行為は困難を極めました。そ
の後、ケニアやネパールなど海外での
災害医療で経験を重ね、また病院の初
動態勢を構築するため組織改革に着手
するなど、外科医の枠にとらわれない
活動を続けています。そして今、地元
の企業などとともに、超小型冷房装置
の開発を手掛けています。2025年１月
は阪神大震災から30年。社会部大阪グ
ループの郡悠介記者が担当します。

一斉にスタートを切る選手たち
＝前橋市内で2024年1月1日


